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要 旨

沖縄県浦添市近郊に居住する気管支喘息児家屋5世 帯 と健常者5世 帯の家屋内で室 内塵中のダニ相 とダニ数 につ

いて一年間調査 を行 った.室 内細塵19あ た りのダニ数は喘息児家屋は2,038～61,200匹/ｇ,健 常者宅 は2,125

～81
,000匹/ｇ で4月,5月 に増加 した.ヤ ケ ヒョウ ヒダニ(Dp)が72.8～96.1%を 占め,コ ナ ヒョウヒダニ

(Df)は0.6%以 下 とわずかであった.喘 息児家屋 と健常者家屋 でのダニ数の季節的変化 に有意差 はなかった.

ダ ニ数が 多くなる夏場は発作頻度 も増加 したが,ダ ニ数 が少ない10月 ～1月 の間 も発作 は多発 していてダニ数 と

発作頻度 との間には明確 な相関はなかった.

は じめに

室 内塵 中には30～40種 の ダニが生息するといわれ,

その中でア レルギー性疾患に関与するダニはヒョウヒ

ダニ属 といわれている14).高 温 多湿な環境の沖縄県に

おいては,他 府県よりこれら室 内塵 中のダニは多い事

が予想 され る.ま た沖縄地方は台風が多 く,こ の対策

として家屋構造は鉄筋コンクリー ト造 りが主流 となっ

てお り気密性が高 くダニの増殖には好条件がそろって

いる.

これ まで沖縄県においては一家屋における室内塵性

のダニの調査5)は あるものの,ア レルギー性疾患を有

す る者の家屋の年間を通 しての調査報告は皆無であっ

た.今 回我々は一年間を通 じて複数家屋の室内塵中の

ダニを調査 した.そ してダニ数 の月別変化 とダニ相の

同定 を行った.ま た気管支喘息(以 下喘息 と略す)児

の家庭に も協力していただ き年間の発作回数 と室内塵

中のダニ数 との間に相関があるか検討 した.

対 象および方法

沖縄県浦添市およびその近郊に住むア レルギー性疾

患を有 しない健常者家屋5世 帯 と,浦 添総合病院小児

科 に通院 している喘息児家屋5世 帯 とした.

期 間は1990年10月 か ら1991年10月 までの一年間 とし

た.た だ し患児のひ とりは(症 例T.R.)新 築 家屋へ

の入居が1991年1月 であったため,こ の月か ら採集 を

開始 してもらった.各 家庭で使用 している掃除機に,

新 しい紙パ ックを装填 し,全 室内をいつ もと同 じ方法

で一回掃除してもらい,掃 除一回分の塵が入った紙パ ッ

クを24時 間以内に回収 しこれを一 回試料 とした.こ れ

を定期的に月に一 回の間隔で一年間続けた.

各 家屋のダニ相 は毎月採集 した細塵中のダニ数 を種

類別に1年 間加算 してその家庭における各ダニ相の一

年間の総数 を求め,こ れか ら月平均値 を出 して表示 し

た.

また喘息児群においては室内細塵中のダニ数の変化

と喘息発作の頻度を個 々の症例で検討 した.喘 息発作

頻度 を点数化す るため共通の喘息手帳を記入 して もら

い後 日回収 して,日 本アレルギー学会の評点化基準に

準 じて点数化 して月の発作点数 として表示 した.

ダニ分離の方法は森谷 による6)『湿式濾過 アルコー

ル浸漬飽和食塩水浮遊法』 とNatuharaに よ る7)『ふ

るい水洗法』 を組み合 わせて著者 らに より改良 した8)

Abbreviations : DF ; Dermatophagoides farinae,

Dp ; Dermatophagoides pteronyssinus, BAST : ra-

dioallergosorbent test
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『湿式80%ア ル コール浸漬濾過法』 を用いて,完 全 な

形のダニ虫体 をかぞえ,種 類の同定 を行った.方 法は

以下の とお りである.

紙パ ックの中の室内塵 を21の 水 道水が入った容器

の中に入れ1%中 性 洗剤液(台 所用洗剤)を5ml加

えて室内塵 をほ ぐした.こ の塵液 を9メ ッシュ(2

mm)と200メ ッシュ(75μm)の 重 ねた二重 のふ る

い上に注ぎ水道水で流 し込み,200メ ッシュのふるい

の上にたまった塵を細塵 とした.ダ ニの分離はこの細

塵を用いた.次 に細塵 を21の 水道水で溶解 し細塵液

とした.細 塵液 をよ く混和 しこれか ら100mlつ つ を3

本のメスシ リンダーに分注 した.細 塵量を測定す るた

めにあらかじめ秤量 した濾紙上にメスシリンダー1本

分の細塵液 を注いで吸引濾過 を行 った.そ の後濾紙 を

105～110℃ で2時 間乾燥 させ放冷後,100mlあ た りの

細塵量を測定 した.残 り2本 のメスシ リンダーに入っ

た細塵液は粗いゴミを取 り除 くためにそれぞれ。16メ ッ

シュ(1mm)の 網 を通 して再度200メ ッ シュのふ る

い上に細塵 を集めた.こ れを80%エ タ ノール液10ml

でそれぞれビー カーに流 し入れ,24時 間静置後1%メ

チ レンプルー を1滴 加えて細塵 を染色 した.染 色 した

細塵液 をそれぞれ6～10枚 の 濾紙上 に展開して,そ の

後吸引櫨過 を行 った.濾 紙上のダニを実体顕微鏡下 で

柄付針 を使 ってすべて拾 いだ しガムクロラールで包埋

し標本 を作 り,ダ ニを計数 し種 を同定 した.メ スシリ

ンダー2本 分 のダニの平均値 を100mlあ た りのダニの

数 とした.そ して100mlあ た りのダニの数 を100mlあ

た りの細塵量で徐す るこ とによって細塵1gあ た りの

ダニ数 を算出 した.

結 果

表1.に 喘 息児家屋 と健常者家屋のプロフィールを

示す.1軒 のみ木造家屋 で残 り9軒 は コンクリー ト家

屋であった.

1.室 内塵中ダニ相の比較

表1.被 験 者プロフィール

表2.室 内塵中のダニ相
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図1.室 内塵中のダニ相 の比較

*は 文献12)か ら引用

喘息児5家 屋 と健常者5家 屋の室内塵か ら分離された

ダニ相 を表2.に 示 した.図1.は その%表 示である.

チ リダニ科が室内塵において優 占種であった.そ の中

でもヤケヒョウヒダニが全家屋で主要なダニ相 を示 し,

コナヒョウヒダニはわずかであった.喘 息児家屋にお

け るヤケヒョウヒダニの平均値は12,493.6±3,801匹/

g,健 常者家屋では18,442.6±8,361.5匹/ｇ で両群 に

有意差は無かった.コ ナ ヒョウヒダニは極端に少なく

喘息児群で3.6±2.1匹/g,健 常者群 で31.8±46.9匹/

gで あ った.

2.室 内細塵中の総ダニ数の季節的推移

細塵1gあ た りの各月の喘息児家屋平均値 と健常者家

屋平均値 を図2.に 示 す.両 群 とも10月 か ら2月 まで

はダニ数が少なく,3月 頃か らダニ数が増加 した.喘

息児群の平均 ダニ総数は最 も少ない月は1月 で6,419

±2,975匹/g,最 も多い月は4月 で28,266±20,909匹

/9,健 常 者群は最 も少ない月は1月 で5,770±2,869匹

/g,最 も多い月は5月 で37,909±33,111匹/9で あ っ

た.各 月における両群の平均値 に有意差 はなか った

(P＝0.206～0.602).

図2.ダ ニ数の月別変化

3.発 作 頻度 と室内細塵中のダニ との関連

5名 の喘息児の平均発作点数 とその平均ダニ数(総 ダ

ニ数および ヒョウヒダニ数)の 季節的推移 を図3 .に

示 した.喘 息発作 は10月 か ら1月 の比較的寒い時期に
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図3.発 生 点数 とダニ数の関係

集中して起こ り3月,4月 に再び多 くなる.そ の後は

7月,8月 に発作が認め られるがわずかであ り,再 び

10月に 向かって発作点数が増加す るパターンが認め ら

れる.他 方,ダ ニ数は4月,5月 に増加 していて,若

干のずれはあるもののこの時期の発作点数 と比較的一

致していることがわかる.し か し10月 か ら1月 は年間

でダニが一番少ないにもかかわらず発作点数は高 くなっ

てお り,室 内のダニ数 と発作点数に相関が認められな

い.

考 察

近年,日 本の どの地域 において もア レルギー性疾患

は増加 しているといわれる9)10).沖 縄 県の学童の気管

支喘息罹患率 も1981年 に は2.6%で あ ったが,1991年

には5.0%に 増 加 し,西 間 らの報告の4.6%よ りやや高

率になっている10)11).この ようなアレルギー疾患の増

加の要因のひとつ として住宅環境の変化によるダニ及

びダニ由来物質の増加が挙げ られている10).調 査 対象

者 も9割 が コンクリー ト家屋 という気密性の高い住居

に住 まい,ダ ニの生育に適 した環境の中に居住 してい

ることがわか る.ま た屋内性ダニの増殖は湿度 と気温

に密接に関係 してお り気温25～30℃,湿 度70～80%が

よい といわれ ている4)が,調 査期 間中の気象 デー タ

(図2.)は11～2月 を除 く期間でダニの増殖に最適

条件 となっている.従 って亜熱帯に位置 し気密性の高

い住居にすむ沖縄県の喘息患者家屋のダニを調査す る

ことは治療面,日 常生活の指導の面か らも重要 と思わ

れる.

今 回の我々の調査 では室内塵か ら得 られたダニの種

類はこれまでの報告 と一致 してヒョウヒダニが主であっ

た.な かでもヤケ ヒョウヒダニが優 占種 で72.8～96.1

%を 占め,コ ナ ヒョウヒダニは0,01～0.61%で あ った.

他 府県(埼 玉)12)と 比 較 してコナ ヒョウヒダニが極端

に少 なかった.ヤ ケヒョウヒダニ とコナヒョウヒダニ

の分布の違いは両種の湿度要求性の差に由来しコナ ヒョ

ウヒダニは比較的乾燥 した環境に適応 し大陸部に多い

とされ,ヤ ケヒョウヒダニは比較的湿潤 な環境に適応

した種であるとされている13).こ の ことが沖縄県にお

いてヤケヒョウヒダニが 多い理由か もしれない.

喘 息児群 は5例 全員がヤケ ヒ ョウヒダニに対す る

RASTが 陽性 であった(表1).そ して5例 中4例

で コナ ヒョウヒダニに対す るRASTも 陽性 であ った

がその値は常にヤケヒョウヒダニに対す るスコアより

低 く,し か も加齢 と共にヤケヒョウヒダニの値 に近づ

いている事 は興味深かった.す なわちヤケ ヒョウヒダ

ニに対 して早 く感作が成立 していると思われた.

細 塵1g当 りのダニ個体数は季節 によ り変動 を示 し

たが平均 ダニ数 は喘息児群 では14,347±4,435.8匹

/9,健 常 者群では20,850±8,241.2匹/9で あ った.

従 来 の報告 で は各家庭 の家 塵1gに は1年 中常 に

1,000～3,000匹 の ダニが発見される9)といわれてお り,

我 々の調査はこの値 を大幅に上回るものであった.す

なわち高岡 らの報告 では一般家庭の屋内細塵0.5g当

りダニ数は夏季114～1586個 体 であ る12)とされ,堀 江

らは喘息群 で冬に5,740/m2/1週 間,夏 に27,328/m2

/1週 間 と報告 している14).ダ ニの採集 ・分離方法や

細塵の測定方法がそれぞれの文献 で異なるため単純に

比較はできないが,沖 縄県でダニが多い理 由のひ とつ

にダニの測定方法の違 いが挙げ られ る.こ れ までわが

国で最 も多 く行 われてきたダニの測定方法は宮本 らの

ダー リング液懸濁遠心法である15).こ れ は細塵 を中性

洗剤 を添加 したダー リング液に懸濁 して遠心 しその上

澄液中に浮上 して くるダニを測定する方法 で,検 出率

は81.7%と 報告 されている.ま たその後1988年 に森谷

が報告 した 『湿式濾過,ア ルコール浸漬,飽 和食塩水

浮遊法』は室内塵 を50%ア ル コール液に入れつづいて

金網の入っている容器に入れ よく混ぜて大型の塵 を除

き,そ の後ふ るいを通 し細塵試料 を得てこれに飽和食

塩水を加えダニを浮遊 させ上澄液 を濾過 しダニを分離

す る方法である.こ の方法に よる検 出率は90～99.5%

程 度 と推定 している.し か し上記いずれの方法 もダニ

を懸濁液に浮遊 させ分離す るもので,細 塵 とダニの分

離の不十分 さや一旦浮遊 したダニが沈んでしまうなど

の欠点が考 えられ る.森 谷の方法 を改良 した筆者 らの
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方法 『湿式80%ア ル コール浸漬濾過法』は塵 を洗剤液

の入 った水に入れよ く混ぜ塵 とダニの分離 を容易にす

るよう改良した.ま たふ るいを通 して得た細塵は食塩

水に浮遊 させず,細 塵液 を濾過乾燥 してその中に含 ま

れるダニはすべて拾いだし測定 した.細 塵量 も乾燥重

量 として測定 したので,実 験時の気温や湿度の影響 を

受けない.そ のため これ までの報告 よ り細塵1gあ た

りのダニ数が多いのか もしれない.あ るいは住宅構造

や気象条件が年間 を通 してダニの発育に適 しているた

め絶対数が多い事 も考えられる.

ヒ ョウヒダニは喘息の主要 なアレルゲン といわれ,

喘 息発作は室 内ダニの増加 と一致す る1)17)とい う考 え

方は現在広 く受け入れ られている.そ して室内塵過敏

喘息例 では春 と秋,と くに9月,10月 に発作 を起 こし

やす くこれはダニの繁殖時期に一致 しているため とさ

れてい る16)17).わが 国においては6,7月 に ダニの繁

殖が さかんにな り生 ダニが増え8月 から9月 にかけて

死ダニが増えるが15),発 作 の好発期は死 ダニのピー ク

とよ く一致 しているとされている16).こ の ようなダ

ニの季節的消長 と喘息発作の相関が沖縄県において も

認め られ るか調査 した.今 回の調査では発作の多い時

期は10月 ～1月 で,気 温 ・湿度 ともに最低になる2月

に一時的に発作頻度が少な くな り3月 ～5月 に再 び多

発し,梅 雨開けの6月(こ の年の梅雨入 りは5月3日)

に は減少 し7月,8月 に小 ピー クを示 し再び10月 か ら

発作回数が多 くなるとい う他 県では見 られないパ ター

ンを形成 している.す なわち年間を通 じて発作が起こ

りやすいことがわかる.3月 ～5月 と7月,8月 の発

作頻度は室内細塵のダニ数の増加 と一致 しているが10

月 ～1月 のダニが少ない時期に も発作は頻発 してお り,

ダニの増殖 と関係 ない様にも思われる.こ の時期は 日

中気温差が大 きく,呼 吸器感染症の罹患も多 くダニ以

外の要因が作用 している可能性もある.あ るいはダニ

が他の月と比較 して少 ないとはいえ他府県 と比較 した

数は非常に多いわけで,こ のような環境が年間 を通 じ

て発作 を生 じやす くしているかも知れない.喘 息の病

因には体質,環 境汚染,気 象の変化,食 生活の変化な

どダニ以外の多くの因子が関与 しているため発作頻度

をダニの季節的消長のみで説明す ることは地域によっ

ては困難 と思われた.い ずれにせ よダニの採集 ・分離

方法,細 塵量の測定方法の違いがあ り単純に比較検討

できない部分 もあるのでこれ らの統一 した方法の確立

も望 まれる.

また,ヒ ョウヒダニア レルゲンは生 きている虫体 よ

りも死んで破壊 された虫殼や よ り細粒化 された糞粒の

方が気道か ら吸引されやす く抗原性が高いといわれて

い る18).今 回のダニの調査は完全な虫体 のダニのみ を

カウン トしてダニ数 を求めているため破壊 されたダニ

は測定 されない事になる.よ ってダニの抗原量 を正確

に示 している事にはならない.ダ ニの抗原量 と発作頻

度 との関連 を他 の測定方法19)を使用 して検討する必要

もあると思われた.

また,寝 室床面 よりも寝具類のチ リダニが減少する

と喘息発作が改善す るとの報告18)もあ り,喘 息発作 と

寝具類のダニ数について も詳細に検討する必要がある

と思われた.
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THE INVESTIGATION OF MITES IN INDOOR DUST COLLECTED FROM

THE RESIDENCES OF ASTHMATIC CHILDREN IN OKINAWA PREFECTURE.
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Mite dust was collected from the residences of 5 bronchial asthmatic patients and 5 non-asthmatic per-

sons, living in and around Urasoe city, Okinawa Prefecture from Oct. 1990 to Oct. 1991

The number of mites had raised 2,038 to 61,200 and 2,125 to 81,000 in 1 g fine dust collected from the

houses of the asthmatic and non-asthmatic groups,respectively. An Increase of mites was observed in

both April and May. Dermatophagoides pteronyssinus was a dominant species in all houses throughout

this period.

Dp. occupied about 72.896.1% in the distribution of the mites in fine dust of all houses. On the other

hand, Dermatophagoides farinae was found to be very low in fine dust, being under 0.6%.

There was no significant difference in seasonal appearance of mites between asthmatic and non-asthmatic

groups.
It seemed that the frequency of asthma attack increased in April and May due to increasing numbers of

mites. But there was an observation of a high asthma attack rate during October to January as well, in

spite of the lowest number of mites during this period. In conclusion,there was no significant means be-

tween the number of mites and the frequency of asthma attacks in the winter period.
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